
 ～温かな日の光の中で自主・創造・敬愛を育む～ 

4月の主な行事予定をお知らせします。 
なお、3/8時点の予定であることに御注意く
ださい。 

0 
8日(月)始業式       09日(火)入学式 
16日(火)３年ＰＴＡ     17日(水)２年ＰＴＡ 
25日(木)授業参観・ＰＴＡ総会 
26日(金)歓迎遠足 
 

学校教育目標「心豊かで、自主性に富み、創造的で、未来を切り拓く生徒の育成」 

令和５年度     

大村中学校だより               第２９号 令和６年３月８日 大中ｻｲﾄ二次元ｺｰﾄﾞ 

 令和６年度入学生から新しいデザインの大村市統一型制服に変わるこ

とに伴い、生徒心得の見直しも行われ、４月１日より施行されます。 

新しい生徒心得は生徒が健全な学校生活を送り、よりよく成長・発達し

ていくために設定するもので、以下の４つを基本方針としています。 

  

 

 

 

 

 

 

本校では、「生徒心得見直し実行委員会」を立ち上げ、生徒たちが自ら

生活を見直し、生徒心得の部分的な見直しを行い、すでに２月２６日から

実行しています。左に示しているのは、変更になったことを「生徒心得見

直し実行委員会」が生徒に周知するために作成した資料です。 

例えば、これまで”ツーブロック“と言われる髪型は認められていません

でしたが、一部分を極端に伸ばしたりした特殊な髪型でなければ認められ

るようになりました。３月末日までは、「生徒心得見直し実行委員会」で決

めた生徒心得を守っていくことになります。靴下や靴の色等については、

生徒たちが特に急いで変える必要はないと判断したため、４月から着用

が可能になります。化粧や装飾具、染髪などは基本方針に反しているので

４月からも認められることはありません。詳細はこの学校だよりと同時に

送信している、『大村市統一型制服導入に伴う新たな「生徒心得」』で確認

をお願いいたします。 

大村市統一型制服が導入されても、新２・３年生は今の制服を着用する

ので、基本的に購入する必要はありません。新制服の導入に伴い、各メー

カーの在庫状況もまだよくわからない状態です。詳細がわかりましたら、

新年度にお知らせいたします。急な買い換えが必要になるような御事情

が生じた場合は、個別に御相談ください。  

 

 

 

 

新しい大中スタート! 

新しい生徒心得の基本方針 

①自他の学習活動の妨げにならない行動をする。 

②自他の健康・安全に留意した行動をする。 

③他者の権利を尊重した行動をする。       

④公共のマナーを考えた行動をする。 

 



３月３日（土）に三城小学校区代表として、２年生の梶原

さんが意見発表をしました。 梶原さんの発表は、当たり前

に生活してることのありがたさ、自分を含めたすべての人

の命の尊さを改めて考えさせられるすばらしい発表でした

ので、紹介します。 

  

「命の記憶」 大村中学校二年 梶原優花 

 

周りの物が、ガタガタ！と揺れました。地震でした。私は５歳

でした。初めて、命の危険を感じました。これが、私の最初の

“命の記憶”です。  

私は今までたくさんの人やものに守られて生きてきました。それはとてもありがたいことで、幸運なことだと思います。私たち

が普段、当然のように生活しているとき、どこかで事件や事故の被害で苦しんている人がいると考えると、命の大切さを感

じることは大事だと思います。少しだけかもしれませんが、それは重要な第一歩だと思います。 

 皆さんにとって“命”とはなんですか。私たちは当たり前のように命を抱えてしまっていて、命の尊さを忘れていないでしょう

か。自分の命を思い出し、感じることができるのは、手遅れになったときや、命の危機に直面にしたときだと思います。 

 私の生まれは兵庫県で、生まれて数か月経ったころに、地震があったそうです。その時は生まれたばかりで、当たり前だ

けど、私は詳しい状況は分かりませんでした。 

 その後京都に引っ越して、妹が生まれてすぐ、また地震がありました。まさにその時が、私にとって“命の危機”に直面した

瞬間でした。まだ五歳だった私は「地震」というものの存在を知らず、揺れる家具を見て、ひたすら怖かったことを覚えていま

す。その時周りにいた家族は、泣いている私と妹を泣き止ませることで精一杯だったと、後から教えてくれました。 

 この経験から私は、たくさんの人に助けられ、守られていると実感しました。幼いころは“命”について考える機会は少なか

ったけれど、中学生になり、自分がたくさんの人に支えられていると思うと、今度は逆の立場になって、周りの人を支えてい

きたいと思うようになりました。それは友人関係でも同じです。 

私は今まで、自分の意見を言わずに、友達の意見に賛成する癖がありました。自分のことについて知ってもらおうとして

いませんでした。しかし、自分のことを嘘なしに、はっきりと伝えることができる友達に出会ってから、少しずつ変わっていきまし

た。互いの存在を大切にするためには、まず相手を知ることが大事だと思います。今では、自分のことばかりでなく、他の

人のことを、質問などをして知っていき、お互いに仲のいい友達になっていきたいと思っています。たくさんの人に守られてき

た、私の“命”。これからは、そのお返しに、家族や友達のことを守っていきたいのです。 

 また、当たり前のように日常を過ごしている間にも、心が傷ついている人がいると思うと、事件や事故を解決したくなると思

います。中学生の私たちにできることは少ないかもしれません。それでも人権学習をしっかり学んだりすることで、少しは変え

られると思います。 

 最近では、ネットでの悪口が多く見られますが、直接悪口を言われるのと、ネットで悪口を言われるのは、同じくらい傷つ

きます。言葉はナイフにもなるので、一つ一つの言葉に気を付けることも、大切なことだと思います。 

 私は、神様に毎年お願いしていることがあります。それは、「みんなが良い年になりますように。」です。毎年同じお願いは

おかしいかもしれませんが、自分だけでなく、周りの人にも、幸せになってほしいのです。 

 私が幼いころに経験した、“命の記憶”。 

 命の尊さを忘れず、“命”を感じながら、生きていきます。 

  

大村中学校サイト URL  https://www.city.omura.nagasaki.jp/kyoiku/kyoiku/shiritsugakko/naka/omura/ 

大村市青少年健全育成研究大会 
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